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PGA・PGV・応答スペクトルとフーリエスペクトルとの関係式

Relation among PGA, PGV, Response Spectrum and Fourier Spectrum
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三次元Qs構造（中村,2009等）では，震源スペクトルにBoore (1983)による加速度フーリエスペ
クトルを用いている。一方，地震工学の分野では，最大加速度振幅PGA,最大速度振幅PGV及び



応答スペクトルなどが用いられることが一般的であり，フーリエスペクトルは用いられていな
い。このため直接地震工学に役立てることができなかった。中村(2009)は，PGAとの関係を求
め，三次元Q値を用いた地震動予測についてフーリエスペクトルからPGAに変換した事例を示し
た。
本研究では，応答スペクトルとの関係式を構築することを目的に検討した。
用いた記録はK-NETの観測開始から2007年8月までのNS成分の記録である。加速度フーリエ振
幅FS(f)はf=1～10Hzで各周期の±0.5Hzの間を幾何平均した値とした。回帰式はフーリエスペク
ト振幅をFS(f)、疑似応答スペクトルをRS(f)としたとき、
log[FS(f))=a1(f)*log[RS(f)]+b1(f),
log[RS(f)]=a2(f)*log[FS(f)]+b2(f),
の回帰の係数とその幾何平均(宇津, 1984参照)，
log[FS(f)]=AA(f)*log[RS(f)]+BB(f)
の係数を求めた。これらを表に示す。表中には、log[RS(f)]=1/AA(f)･log[FS(f)]+[－BB(f)/AA
(f)]としたときの各係数も記入している。表中には中村(2009)の求めたPGAとの関係及び，新た
にPGVについても示す。
これらをみると，フーリエスペクトルは応答スペクトルとの相関係数(CC)はPGAやPGVに比べ
ると全体に高いことがわかる。また，h=0%の速度応答スペクトルは，フーリエスペクトルにほ
ぼ一致する（たとえば大崎,,1994）とされており，h=5%の場合には擬似速度応答スペクトルで
もフーリエスペクトルに比べて小さくなることが期待される。求められた回帰係数はb1やBBが
正の値，b2や－BB/AAが負の値が得られており，そのことが反映されたものと考えられる。し
かし，1Hzなど低振動数で振幅が小さい場合には，その傾向が逆転している。これは，応答スペ
クトルが，フーリエスペクトルとは異なり，ある振動数で地震波に振幅成分が無い場合でも，そ
の振動数以外の振幅成分の影響を受ける場合があるためと思われる。
また，PGAやPGVは応答スペクトルに比べると相関が良くなく，また周波数によって相関係数
が大きく異なるが，これはこれらがいろいろな周期の影響を受けているためかもしれない。
確率論的地震動評価などにおいて，地震動の予測誤差は，その評価結果に大きく影響することが
知られており，今後，このような関係式の相関を高めていくことも重要な課題であり，今後さら
に検討を進めたい。
なお，三次元減衰構造を考慮し，応答スペクトルの地震動予測をしたところ，観測記録のそれと
良く整合することが確認された。
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